
令和４年度 社会福祉法人タラプ 

法人本部 事業報告 
 
【理念】ロマンとモラル 
 
【基本方針】 
社会福祉法人タラプに係わる全ての人が、心から誇りを持てる組織創りを追求すると同時に、
地域社会の発展に貢献する。 
 

【社是】 
１ 常に、利他であること。 
２ 常に、謙虚であること。 
３ 常に、誠実であること。 
４ 常に、正直あること。 
５ 常に、前向きであること。 

 
 
１.運営方針 
 社会福祉法人はさまざまな環境の変化に直面しているが、当法人においても個々の事業は社会
や経済の情勢へも対応しなければならない状況である。 
タラプは、常に「利用者」を中心に据え利用者の多様なニーズに最適なサービスを提供できる

ことを目指すとともに、働く者が夢を持って業務に取り組み、利用者の支援をより効果的に遂行
できるよう、事業の適切な整備と健全な財務運営に取り組んでいく。 
 
 
２．法人の概要（令和 5年 3月 31日現在） 
（１）法人名     

社会福祉法人 タラプ 
（２）所在地 
   北海道伊達市松ヶ枝町 
（３）役員・委員等の状況 

・評議員 
  定数：7～10名、現員数：9名 

任期：令和 3年 6月 29日年 4月 1日～令和 7年 6月評議員会 
    ・理事 
      定数：6～9名、現員数 7名 
      任期：令和 3年 6月 29日～令和 5年 6月評議員会 

・監事 
定数：2名、現員数：2名 
任期：令和 3年 6月 29日～令和 5年 6月評議員会 

・評議員選任・解任委員会 
定数：5名、現員数：5名 
任期：令和 3年 6月 29日～令和 7年 6月評議員会 

    ・第三者委員 
      定数 2名、現員数 2名 
      任期：令和 3年 6月 29日～令和 5年 6月評議員会 
 
３．評議員会・理事会の開催状況 

（１）評議員会 
   ①令和 4年度第 1回評議員会 

（決議の省略、決議があったものとみなされた日～5月 31日） 
    審議事項 
    （１）障害福祉サービス事業所 ibox 就労継続新規事業 従たる事業所 新規開設の

件(計画変更) 及び第１次補正予算について 

②令和 4年度第 2回評議員会 

（招集日～6月 9日、開催日～6月 28日、Zoom併用） 

      報告事項 



（１）バウムハウス屋上防水更新工事入札結果について 

（２）障害福祉サービス事業所 i･box 就労継続新規事業 従たる事業所の進捗状況 

について 

（３）共同生活援助事業計画の進捗状況について 

      審議事項 

（１）令和 3年度事業報告並びに収支決算について 

      （２）令和 3年度第 4四半期並びに通年監事監査報告について 

      （３）令和 4年度第 2次資金収支補正予算について 

     ③令和 4年度第 3回評議員会 

（招集日～3月 16日、開催日～3月 28日、Zoom併用） 

報告事項 

   （１）各事業の経過報告並びに第 3四半期（12月 31日）までの各会計収支状況につ

いて 

      （２）令和 4年度第１、第 2、第 3四半期監事監査報告について 

      （３）障害福祉サービス事業所 ibox 就労継続新規事業 従たる事業所の進捗状況に

ついて 

      （４）共同生活援助事業計画の進捗状況について 

審議事項 
（１）令和４年度第 3次補正予算について 
（２）令和５年度事業計画並びに資金収支予算及び監事監査実施計画について 
（３）定款変更及び諸規程の変更等について 

（基本財産の追加、就業規則、育児介護規則、給与規程、i･box運営規程） 
  （４）理事の退任並びに選任について 

（２）理事会 

①令和 4年度第 1回理事会 

（決議の省略、決議があったものとみなされた日～5月 28日） 

      審議事項 

（１）障害福祉サービス事業所 i･box就労継続新規事業 従たる事業所 新規開設の

件（計画変更）及び第１次補正予算について 

（２）評議員会の開催日程と議案について 

①令和 4年度第 2回理事会 

（招集日～6月 1日、開催日～6月 9日、Zoom併用） 

      報告事項 

      （１）バウムハウス屋上防水更新工事入札結果について 

      （２）障害福祉サービス事業所 ibox 就労継続新規事業 従たる事業所の進捗状況に

ついて 

      （３）共同生活援助事業計画の進捗状況について 

      審議事項 

（１）令和 3年度事業報告並びに収支決算について 

      （２）令和 3年度第 4四半期並びに通年監事監査報告について 

      （３）令和 4年度第 2次資金収支補正予算について 

      （４）評議員会の開催日程と議案について 

      

     ③令和 4年度第 3回理事会 

（決議の省略、決議があったものとみなされた日～7月 21日） 

      審議事項 

（１）障害福祉サービス事業所 i･box 就労継続新規事業 従たる事業所 入札結果報

告他について 



     ③令和 4年度第 4回理事会 

（招集日～3月 8日、開催日～3月 16日、Zoom併用） 

報告事項 

   （１）各事業の経過報告並びに第 3四半期（12月 31日）までの各会計収支状況につ

いて 

   （２）令和 4年度第１、第 2、第 3四半期監事監査報告について 

   （３）障害福祉サービス事業所 ibox 就労継続新規事業 従たる事業所の進捗状況に

ついて 

   （４）共同生活援助事業計画の進捗状況について 

審議事項 
（１）令和４年度第 3次補正予算について 
（２）令和５年度事業計画並びに資金収支予算及び監事監査実施計画について 
（３）定款変更及び諸規程の変更等について 

（基本財産の追加、就業規則、育児介護規則、給与規程、i･box運営規程） 
（４）理事の退任並びに選任について 
 

４．監事監査の開催状況 
  （１）監事監査 
    ・令和 3年度第 4四半期及び通年監事監査並びに入所者(児)預り金監査 

：令和 4年 5月 24日実施 
  ・令和 4年度第 1四半期監事監査並びに入所者（児）預り金監査 

：令和 4年 8月 25日実施 
  ・令和 4年度第 2四半期監事監査並びに入所者（児）預り金監査 

：令和 4年 11月 17日実施 
  ・令和 4年度第 3四半期監事監査並びに入所者（児）預り金監査 

：令和 4年 2月 9日実施 
※・令和 4年度第 4四半期及び通年監事監査並びに入所者(児)預り金監査 

：令和 5年 5月 30日実施 
 
５．評議員選任・解任委員会の開催状況 
  ※開催なし 
 
６．第三者委員会の開催状況 
  ※開催無し 
 
７．法人運営 

①法人運営会議の運営 
各施設の事業運営に係る事項についての報告、協議を行うため法人運営会議を毎月開催 

②施設長会議の開催 
各施設の連絡、協議のため施設長会議を随時開催 

③法人本部会議の開催 
法人運営に係る事項についての連絡、報告、協議を毎週木曜日に開催 
また、必要に応じて都度開催 

④内部経理監査の実施 
法人内の経理処理と予算執行状況を確認し、資金管理の健全性と予算管理の的確性を維持 
するため、各施設長と経理部門管理職等による内部経理監査を原則月 1回開催 

 
８．役職員の研修等への参加 
  新型コロナウイルス感染症の影響を受け、オンライン研修等への参加を検討してきたが、結

果として参加することが出来なかった。 
 
９．その他法人運営に関する事項 

①社会福祉事業者事務担当者連絡会の継続 
今般の社会福祉法改定を機に市内に所在する社会福祉事業を営む法人等の事務部門担当者
相互の情報交換、連絡、相談等を行うとともに、相互の親睦を図ることにより各法人等の



円滑な運営に資することを目的に(社福)陵雲厚生会、(社福)伊達コスモス２１、(社福)タ
ラプの 3法人でこの連絡会を平成 29年度にスタートさせて 5年目となった。今年度も、
新型コロナウイルス感染症を考慮し、開催を見送ることになったが、これまでの関係性の
延長で、電話での確認や相談等は随時行なってきた。 

 
  ②顧問税理士契約 
   平成 31年 2月より収益事業を開始し、また法人の消費税処理が税込から税抜に変更した

こと、法人税や消費税などの専門的な税務知識が必要となったため、令和 2年 2月より税
理士と顧問契約を締結している。そのため、日常的な経理の相談から決算業務などを円滑
に進めていくことが出来るようになっている。 

 
    顧問契約先：鈴木啓一税理士事務所（伊達市網代町 22-3） 
    契約期間 ：令和 2年 2月～ 
 
  ③顧問弁護士契約 
   社会福祉法人には、扱う業務の特性上、行政の対応や、利用者との間のトラブル対応、ま

た従業員の労務トラブル等、法的なトラブルは多岐に渡る。特に最近では、様々なハラス
メントが広がり、「従業員を護る」という視点は重要になってきている。弁護士と顧問契
約を締結することにより、そのようなトラブルを未然に防いだり、トラブル発生時の対応
をサポートしてもらうことが出来ている。 

 
    顧問契約先：伊達噴火湾法律事務所 林正樹弁護士 

（伊達市錦町 100番地 2リードビル 2階） 
    契約期間 ：令和 2年 4月～ 
 
  ④法人 20周年記念誌の発行について 
   法人設立 20周年を受け、記念誌発行をすべく委員会を立ち上げた。年度内発行を目指し

ていたが、新型コロナの影響や業務多忙で発行には至らなかったが、新年度の発行を目指
す。 

 
  ⑤その他 
   ・新年度 4月より給与明細の電子化 
   ・インボイス制度、電子帳簿保存法に関連して、新年度会計ソフトのクラウド化を目指

す。（IT導入補助金の利用） 
   ・管理職向けにハラスメント対策の研修を計画していたが、実施できず。新年度開催を目

指す。 


